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　当初は従来型の産業用ロボットに
よる生産ライン構築を考えていた飛
田さんは、09年の「国際ロボット
展」で川田工業のネクステージを見
て一目惚れ。「これは面白い！　当
社に向いている」と直感し、川田工
業と協力して運用テストを開始。1
号機の購入を経て、11年には、ネク
ステージ17台を配置した生産ライ
ンを構築する共同プロジェクトへと
発展していったのでした。
　飛田さんが惹かれたのは、「カメ

自律型でコンパクト 
「多能工」として活躍
　グローリーは金融機関で使用され
る現金入出金機や、小売・流通業で
活躍するレジつり銭機などの通貨処
理機分野で大きなシェアを誇るグロ
ーバル企業です。「海外生産が主流
になる中、国内事業所の競争力を高
めたい。これがネクステージの導入
を決めた、一番の理由でした」（飛田
さん）。

 「安倍晋三総理の視察時はさすがに
緊張しました」と話すグローリー生
産本部埼玉工場製造部の飛田昭夫さ
ん。その隣で川田工業ロボティクス
事業部の白間直人さんが「取材慣れ
した飛田さんですが、少し震えてい
ましたね（笑）」──。2人を中心と
する両社のコラボレーションが始ま
ったのは、2011年10月。ヒト型ロ
ボット「NEXTAGE（ネクステー
ジ）」を活用した自動化生産ライン
の共同開発プロジェクトでした。

コボット（コラボレートするロボット）、コロボする（人とロボットの協働）──。
そんな言葉が当たり前になる日も、遠くないかもしれません。導入側であるグローリーの飛田昭夫さん、
開発側である川田工業の白間直人さんに、どんな「コロボ」を実現したのか、聞きました。

左・下／２つの腕を組み合わせた効率の良い動きで作業
するのが特徴。隣の人間への安全性を考慮し、「肘は張
れない」構造となっています。　上／柔らかくて掴むの
が難しい、テープをはがす作業もこなします。

によるモノづくりコロボ
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ラによる画像認識と双腕がワンセッ
トになっている点」。しかも大きさ
も人の上半身サイズでコンパクト。

「これなら場所もとらず多能工的な
使い方ができる」と考えました。一
方の白間さんは「目を持ち2本の手
を使う。ロボットはオールインワン
というのが、私たちの基本的な考え
方です」と説明します。
　川田工業は、早くから新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）
の「HRP（ヒューマノイドロボティ
クスプロジェクト）」計画や、経済産
業省の「人間・ロボット協調型セル
生産組み立てシステム」などのプロ
ジェクトに参画。ヒト型ロボットの
開発ノウハウや、用途開発技術の蓄
積がありました。
 「ライン構築では周辺機器やハンド
部分などに高度なノウハウが必要で

す。ロボットに作業工程を記憶させ
るティーチングを含め、導入側とロ
ボット側が連携することが不可欠な
んです」（白間さん）

周回しながらユニットを 
仕上げるロボットも
　プロジェクト開始時に「『ロボッ
ト大賞』を狙いましょう！」と話し
た2人。ライン運用後には、見事に

「第5回ロボット大賞次世代産業特
別賞」を受賞。「これも円ちゃんやド
ルくんのおかげです」と飛田さんと
白間さんは頬を緩めます。
　グローリーでは、働くロボットに
名前をつけています。通貨名なのは、
通貨処理システムを扱うグローリー
ならでは。「名前だけではなく胸には
社章も入っているんですよ」と飛田
さん。あるラインでポンドくんと同

じ作業場の女性社員いわく、「ロボッ
トは仲間。違和感はありませんよ」。
　グローリーの自動化ラインは、現
在も進化中。台車に載ったヒト型ロ
ボが周回し、一つのユニットを組み
上げる仕組みにも挑戦中です。ただ、

「すべてをロボットに任せるという
ことではありません。きめ細かくフ
ォローする人間が一緒にいるからこ
そ、改善があり、さらなる生産効率
のアップも探れるのです」と飛田さ
んは強調します。
　もっと「試しやすい環境」が整え
ば、中小企業への普及も促進される
のではないか。そう白間さんが提言
するように、協働を確立するための
道のりは始まったばかり。人とロボ
ットの関係を書き換えていく「コロ
ボレーション」の進化から、目が離
せません。

上／4台のネクステージと1人の人間で作業チームを構成。
社員は最後の仕上げを担当します。他のラインでは「ヒト型
ロボットが産業用ロボットを使う」工程も。　下／グローリ
ーの開発プロジェクトメンバー。「非常に刺激的な開発テー
マだったので、職場全体が活性化した」とのこと。

飛田昭夫
グローリー株式会社
生産本部 埼玉工場 製造部部長

CLICK! ● グローリー株式会社

白間直人

川田工業株式会社
ロボティクス事業部 営業部マネージャー
兼カワダロボティクス㈱取締役 

CLICK! ● 川田工業株式会社
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ト」をテーマにした「市内発ロボッ
ト創生事業」。下水管検査や医療用
上肢リハビリ用に続き、製造業向け
の「K-robot」の開発が進行中です。
また、企業をバックアップするため
に、「産業用ロボット導入支援セン
ター」を開設。相談窓口のほか、基
礎的な操作教育を行う「ロボット道
場」など、実践的なサポートを特徴
としています。

さらに、九州工業大学内には「社
会ロボット具現化センター」が設置
され（2013年）、北九州市に本社を

全国に先駆けて「公道におけるロ
ボット歩行などの実証実験」を行う
など、ロボット産業振興を積極的に
推進する北九州市。主に開発支援、

置く安川電機は、ロボット生産設備
を再編・強化した新たな事業所、通
称「ロボット村」を計画（2015年オ
ープン予定）。こうした地域の動き
を踏まえ、市もいち早く「北九州市
ロボット産業振興プラン」を策定し
ました。

自治体が開発者と利用者の声を結
びつけることで、新たな市場を拓く。
北九州市のチャレンジは、勢いを増
しながら続いていきそうです。

CLICK! ● 北九州ロボットフォーラム

ロボット
道場

多様なプロジェクトが進行する「ロボット都市」北九州

広島

ロボットが 活躍できる場所

CLICK! ● 広島県 産業用ロボットプロジェクトチーム

ランダム
ピッキング
ロボット

ランダムな部品に対応する「目・指・脳」を開発中
そこで、広島県立総合技術研究所

が中心となり、独立行政法人産業技
術総合研究所と共同で開発に取り組
んでいるのが、「ランダムピッキン
グロボットシステム」です。正確に
部品の位置や姿勢を判別できる画像
処理技術（目）。適切に取り出すため
のロボットハンド（指）。そして、全
体をコントロールするロボット制御
技術（脳）。これらを確立し、かつ中
小企業が低コストで導入できるよう、
安価なシステムの実現を目指してい

ものづくりの現場では、部品の搬
送、溶接、組み立て、製品検査など、
規則性のある工程において、ロボッ
トによる自動化が進んでいます。一
方、ランダムに並んだ部品の取り出
しや投入については、「人間の手」に
よる作業が主流。実際、2011年に
広島県が実施した「ロボット技術に
関するニーズ調査」では、県内企業
から「生産システムの効率化」「生産
ラインの部品投入の自動化」といっ
たニーズが多く寄せられました。

術移転が進められ、す

ます。
研究成果は順次、技

でに応用段階に入ってい
る企業もあります。 

「24時間365日
稼働」を合い言
葉にした生産ライン
の全自動化。広島県は、ゴー
ルに向け着実に取り組んでいます。

導入支援、人材
育成、情報発信
の視点から、多
様なプロジェク
トが展開されて
います。

例えば、産学
連携による「北
九州発のロボッ

増えて
います!
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「80W規制の緩和」で何が変わったの？

ロボットと離れて
いるので移動の
手間がかかる

改正後、可能に!

省スペース・
生産効率UP

柵のための
スペースが必要

ヒトと産業用ロボットの関係が、
一歩深まることになった背景には、
2013年12月に実施された「80W
規制の緩和」があります。

国内の規制では、ロボットの最大
出力が「80W以下」なら、柵で囲
わずに人間との協業が可能。最大出

力が「80Wを超える」場合は柵で
囲い、人間の作業スペースから隔離
しなければならないと定められてい
ました。

これが規制緩和によって、「ロボ
ットメーカー、ユーザーが国際標準
化機構の定める産業用ロボットの規

格に準じた措置を講じる」といった
条件を満たせば、80W以上でも協
業が可能となりました。柔軟なライ
ン構築、スペースの有効活用など、
さまざまな効果が期待されています。

CLICK! ● 協働作業が可能となる 
安全基準について

モータ出力が80W超のロボットも、一定条件を満たせば柵で囲うことなく運転が可能に。
柵設置のコストやスペースが不要になることで、ロボット導入のハードルが下がること、ま
た、人と近い距離で分担協業を行えるようになるなど、柔軟な生産ラインの構築や幅広い分
野でのロボット活用が期待されています。

ヒトとロボットの
協業が可能に

ロボット活用を促す施策
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Q 企業のニーズは
どう変化してきたの？

　もともと製造業用ロボットは「半
完成品」。目的に応じてハンドや工
具を取り付けたり、ティーチング作
業を完了させたりして、初めて役に
立つソリューションとなります。そ
こで重要なのは、ロボットを含めた
システム全体の設計を担うシステム
インテグレーターの能力。その良し
悪しが、生産財としての価値を決め
るのです。

多く使用されてきました。現在でも
全世界のロボットの40％は、自動
車や自動車部品産業向けに出荷され
ています。しかしこれからは、単純
な「作業の自動化」ではなく、「ロボ
ットによるソリューションの質」が
問われる方向へとシフトしていくで
しょう。

これまで産業用ロボットは自
動車産業、特に溶接の場面でA

産業用ロボットの歴史を教えて!Q す。国内の製造業は、73年のオイル
ショックによって大きな落ち込みを
経験。これを期に大量生産ではなく、
多品種少量生産が可能で、より投資
効率の良い設備を求めるようになり
ました。同時に70年代は、マイク
ロプロセッサ、サーボモータなど、
ロボット関連技術が急速な進歩を遂
げた時期でもあります。こうした背
景から、投資効率の向上を求める社
会ニーズと技術シーズがマッチし、

「元年」を迎えたというわけです。
　景気変動の影響で波がありながら
も、日本の産業用ロボット市場は拡
大傾向を維持してきました。2014
年も非常に好調で、アジア向けの輸
出が急増するなど、過去最大規模の
出荷台数に達すると見られています。

日本におけるロボット普及元
年は1980年と言われていまA

バブル

アジアに向けた
輸出が増大 !

バブル崩壊

IT不況

リーマンショック

歴史と未
来

Q&A

もっと知りたい !

0
1980 1990 2000 2010

2

4

6

8

10
（千台）

ロボット普及元年

産業用ロボットの出荷台数
直接輸出ロボット出荷台数

なかなか表舞台には出てこないけれど、
ものづくりの現場では名プレーヤーとして
輝いている産業用ロボットたち。
いつ頃から普及したの？ これからどう進化していくの？　
素朴なギモンに、お答えします。

小平紀生
一般社団法人 日本ロボット学会会長

私がお答えします !

国内向けロボット出荷台数

CLICK! ● 一般社団法人 日本ロボット学会

世界でも突出した
ロボット大国に
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左上／東京電力福島第1原発へも投入、活躍したレスキューロボット。左下
／ベッドが分離し車いすに。スムーズな移乗を可能にする介護ロボット。 右
／「動く手すり」として高齢者の歩行をアシストするロボット介護機器。

達します。日本製と中国製が100
％同じ性能にならない理由は、蓄積
された「目に見えない使いこなし技
術」の差があるからです。ただし、
時間はかかるにしても、いずれ追い
つかれることは間違いありません。
材料やキーパーツの革新や、メーカ
ー間、企業間のさらなる協業の仕組
みづくりなど、検討すべき事柄は多
岐にわたります。

ローエンドのロボットでは、中国製
の採用実績も増加しています。競争
の激化が避けられない中、日本は一
歩先を行く技術を追及し続ける必要
があります。
　一般的な機械製品の場合、同じ部
品を調達し、見よう見まねでつくっ
てみると、60％くらいの完成度に到

日本製ロボットのパフォーマ
ンスは確かに優れていますが、A

Q ロボットの未来って
どうなっていくの？

　これからの日本は、他国との競争
力を維持していくのはもちろんです
が、「ロボット大国」として国際指導
力も発揮しなければならない立場に
あります。国際標準化、産業の仕組
みづくり、応用技術の普及。世界規
模でロボット産業の市場拡大をリー

立ったり、介護や医療などで生活を
支えたり。「ロボット」という概念は
一緒でも、活用する領域ごとに異な
る発展を遂げていくと思います。こ
れまでのようにロボット側から価値
観を語るのではなく、各分野、用途
を出発点にして、導入目標を定めて
いくことが必要です。

ものづくりの現場で活躍した
り、社会インフラの維持に役A

Q やっぱり安全対策が
気になります

どを、どう充実させ、組み合わせて
いくかが焦点になるでしょう。
　そして第三の課題として、安全対
策責任の所在が判別しにくい点が挙
げられます。ロボットメーカー、シ
ステムインテグレーター、エンドユ
ーザー。それぞれが潜在的な危険を
洗い出し、リスクの源が残らないよ
う、安全に対する責任範囲を明確化
することが大切です。

大きく三つの課題があると思います。
第一の課題は、製造現場の人たちに
向けたロボットの安全管理や対策の
基礎知識の普及がまだ不十分な点。
第二の課題は、事故を防ぐための、
安全柵以外の技術的対策が十分に出
そろっていないことです。例えば、
危険を遮るための方法や検知技術な

人とロボットの協働は「安全
であること」が前提ですが、A

歩行アシストカート

価値ある技術」の発見にも
つながるに違いありません。

ドすることは、次代の「真に

Q 日本の競争力は
今どれくらい？

離床アシストベッド

レスキューロボット
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産業機械課
技術係長
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ット」の開発。自動車産業などに見
られる従来型の産業用ロボットは、
ほぼ必要な場所へ行き渡っています。
今後求められるのは、これまでとは
異なる現場で、変種変量生産方式な
どに対応できるロボット。人と協調
して働く、次世代型のロボットです。
　今年４月、私は産業技術総合研究
所から経済産業省へ出向してきまし
た。ロボット研究者としての経験を
生かし、主に技術面から施策の課題
や可能性を検討しています。近年、
国内外で双腕ロボットや小型軽量ロ
ボットの産業応用に注目が集まって
いますし、先進的な研究成果をサー
ビスロボットだけでなく産業用ロボ
ットに応用しようという動きも進ん

　もう1点は「人手不足の問題」。
生産年齢人口の減少はサービス業の
みならず、製造業分野でも深刻さを
増しつつあります。ロボットの活用
は、そうした「人手不足への対応」
と「生産性向上」の両面からも、大
きな期待がかかっているのです。
──世界の動向はいかがですか。
安藤　欧州のメーカーなどと比較し
ても、やはり日本の技術力が圧倒的
に高い。しかし、新興国でもメーカ
ーが着々と育ちつつあり、この先は
どうなるか、予断を許しません。
　また米国などの先進各国では、製
造業の国内回帰の動きがあります。
その中で熱心に取り組まれているの
が、「人間と共存するタイプのロボ

──「日本再興戦略」改訂版では、
ロボットの国内市場開拓と労働生産
性の向上を打ち出していますね。
川邊　ロボットは工場で使用される

「産業用ロボット」と、医療・福祉や
メンテナンス、生活支援などでの活
用が期待される「サービスロボッ
ト」に分けることができます。
　産業用ロボットに絞ってお話しす
ると、日本は出荷台数、稼働台数と
もに世界一。日本企業の国際競争力
は高く、今後も成長の可能性を秘め
ています。一方で、自動車や電機産
業以外での利活用は足踏み状態。

「多分野での活用」が課題となって
いました。まずは、そこがポイント
の1つです。

「日本再興戦略」では、2020年にロボット市場を製造分野で現在の2倍、
そして非製造分野で20倍に拡大する、という目標を掲げています。
そのための産業政策は？　産業機械課の川邊智史さんと安藤慶昭さんに、ポイントを聞きました。

現場のニーズに応えた先に
真の産業化がある

│担当者の声

「産業機械課では、建設機械や工作機械から
ねじや歯車まで非常に幅広い業種を扱う中、
ロボットについても所管しています。ロボッ
ト活用を我が国の課題解決の切り札とすべく、
様々な取り組みを進めています。」

探れ! 次代の協業　ヒトとロボットがいる現場

川邊智史
製造産業局 
産業機械課
技術係長 



13METI Journal

でいます。

産学官の知恵を結集した 
「ロボット革命実現会議」
──次世代型ロボットの普及へ向け
て、必要なことは何でしょうか。
川邊　やはり「ものづくりの現場」
のニーズに寄り添うことだと思いま
す。当課では、従来から介護ロボッ
トやインフラ用ロボットの開発を、
厚生労働省や国土交通省と連携して
進めてきました。これは現場の知見
や課題を共有し、「重点分野」を明確
にするためです。
　特に中小企業の生産現場では、い
くらロボットで生産性が上がるとい
われても、具体的に導入のイメージ
を持つのは難しいはずです。以前、
介護ロボットをテーマに数十社ヒア
リングをした際には、皆さん同じ悩
みや課題を抱えていたりして、そこ
から共通のニーズが浮かび上がって

政府は、「ロボットによる新たな産
業革命」の実現に向け、有識者から
なる「ロボット革命実現会議」を設
置（座長 野間口 三菱電機相談役）。
総理及び小渕経済産業大臣等の出席
の下、９月11日に第１回会合を官
邸にて開催し、検討を開始。年内を
目途に、技術開発や規制改革、標準
化等、具体策を盛り込んだ「５ヵ年
計画」を策定することとしている。

日本の叡智を結集 !
具体策の議論を開始

左右されるでしょう。技術が実用化
されるには、地道な開発作業やノウ
ハウの蓄積が必要です。
　そこを見極め、現場で使えるよう
にしていくのが経済産業省の役割。
理想と現実のギャップ、技術と市場
のギャップをいかに埋めていくのか。
産業界や研究機関、そして生産現場
の声を聞きながら、施策を進めてい
きたいと思っています。
川邊　技術に知見のある安藤さんの
視点が加わることは、当省としては
非常に心強いですね。
──ユーザーや技術者の知恵を集め
るという点では、「ロボット革命実
現会議」の役割も大きいですね。
川邊　「ロボット革命実現会議」（コ
ラム参照）では日本の叡智を結集し、
現場ニーズを踏まえた具体的なアク
ションプランを策定することとして
います。製造業の労働生産性を向上
させ、企業収益を上げることで、賃

金の上昇を図ります。また、ロボッ
ト産業政策は、未活用分野を中心に

「要素技術開発−実用化技術開発−
現場導入実証」のフェーズごとに、
多面的に進めていく考えです。
安藤　「ロボット革命」という言葉
もそうですが、今、大きな「潮目の
変化」を感じています。同じ目標に
向かい、全員が一丸となって取り組
み、将来、2014年という年を振り
返ったときに、「施策が変わった」と
思える年にしたいですね。
川邊　この夏、私は小中学生を対象
に「ロボットの秘密」というテーマ
で話をする機会がありました。もっ
とロボットが活躍できる環境をつく
り、話題を増やしたいですね（笑）。
小中学生が眼を輝かせて聞き入る─
─。そんなロボットと人間がともに
働く社会を、描きたいと思います。

●  ロボット産業に関する政策CLICK!

きた。産業用ロボットの施
策においても、そうした情
報収集を踏まえることが基
本になるはずです。
安藤　確かにそうですね。
私は経済産業省へ来て、

「技術」と「市場」の距離を
あらためて感じています。
技術的課題もさることなが
ら、それ以外にも普及を阻
む障壁は存在します。法規
制や経済性の問題、あるい
は生産現場のマインドにも

ロ
ボ
ッ
ト
革
命
実
現
会
議

広島の土砂災害時、空撮で
活躍した無人ヘリコプター

（写真は首相官邸ホームページより）
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環境、省
エネ、安

全……

ビジネスのグローバル化が進展するなか、日本政府のみならず、企業にとってさまざまなルールへの対応は
重要課題。例えば、海外諸国が求める基準や規格を満たさない製品・サービスは、輸出することができません。
そこで日本政府は、これらのルールに能動的に働きかけるため、新たな動きに力を入れ始めました。

 国際ル ルを!
もっと の
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にとって重要なアジア市場において、欧米諸国がルール
形成に関与する動きも見られます。

日本はこれまで、FTA（自由貿易協定）、EPA（経済連
携協定）などによる国際貿易環境の自由化を通商政策の
柱としてきました。国際ルール作りの推進はいわば「ポ
ストEPAの通商政策」です。それぞれのルールの内容
に着目し、日本発の基準や規格を国際ルールとすること
で、日本企業の海外ビジネスの基盤を整備する。それが
政策の狙いです。

ただし、国際ルール作りにおいては、忘れてはならな
い大切なことがあります。それは「社会課題の解決」と
いう視点。世界は今、環境問題や食糧問題、医療福祉問
題や水・環境問題など、さまざまな課題を抱えています。
日本企業はこれら諸問題に対する解決力を豊富に有して
おり、誰も異を唱えることができない社会課題の解決を
前面に打ち立て、さまざまな解決力を発揮できる環境を
作り出すことが、日本企業の国際競争力につながるので
す。

ルール適応型国家からルール形成型国家へ──。日本
でも本格的にスタートした国際ルールへの働きかけ。次
ページでは、日本発の成功事例をご紹介します。

格にとどまらず、業界団体の自主取決めも含めた広い概
念です。安全基準や省エネ基準、また物品税制や食品の
表示などがその例です。こうした国際ルールは、グロー
バルビジネスの前提として、“従うべきもの”。そう考え
る人が多いでしょう。しかし、国際標準の常識では、国
際ルールは、企業や政府の働きかけによって“形成、変
更できるもの”です。実際、下のように欧米の政府や企
業は、現在世界で積極的なルール形成を進めています。

そこで今回、日本でも関係省庁や産業界、各企業、非
政府団体等が連携し、国際ルールへの働きかけを推進す
るため、新たにルール形成戦略室を立ち上げました。

自ら国際ルール作りを進めていくことが、なぜ重要な
のか──。それは、各種の基準や規制が世界市場での企
業競争力に大きな影響を及ぼすことがあるからです。例
えば、自国と同じ製品規格を海外諸国も採用すれば、国
別に製品を調整する必要がなくなります。自国企業の製
品や技術に有利な国際ルールを広めることは、マーケッ
トの効率的な拡大につながります。事実、近年は、日本

済産業省は今年7月、通商政策局の中に、新
たに「ルール形成戦略室」を設置しました。

ここでいうルールとは、各国国内規制や規経

 国際ル ルを!

CO2 の排出量が少ない自動車ほど物品税率が低くなるタ
イの税制は、ドイツ自動車工業会の提案をきっかけに生ま
れました。従来は、日本が得意とするハイブリッド車に有
利な税制でしたが、同工業会は、CO2 の排出量に連動して
おらず、環境性や公平さに欠ける点があるとアピール。新
税制について複数の案を示しました。結果、欧州で普及し
ている物品税制に変更され、ハイブリッド車の優位性は失
われる形となりました。

タイの自動車税制
欧州で普及する税制に変更

　福祉車両は、一人一人の身体状態に応じた細かな調整な
どが必要となるため、安全性に関する規格化が進んでいま
せんでした。そうしたなか、陣頭指揮を執ったのが「福祉
先進国」として有名なスウェーデンです。ISOにおいて、

「自動車分野」部会ではなく、「福祉用具分野」部会におい
て、スウェーデンが中心的な役割を果たし、標準化を後押
し。既存自動車メーカーの福祉車両の安全基準を上回る形
で、EUの規制に組み込まれました。

福祉車両に関する安全規格
福祉先進国が規格化をリード

米ウォルマートのサステナビリティに関するルールが、事
実上の世界基準になる可能性が出てきています。同社は、
商品が環境等に与える影響を測定するツールを開発。世界

ウォルマートの
サステナビリティルール

商品の環境影響を取引の基準に

中のサプライヤー10万社に、エネルギ

い業者との取引を停止するとし
ています。そして、製品ごとに

サステナビリティ情報を収集・分析。

ユニリーバは2010年、「ユニリーバ・サステナブル・リビ
ング・プラン」を発表。環境負荷低減や社会貢献に関する

ユニリーバ・サステナブル・
リビング・プラン

農産物の「持続可能な調達」を

り、NGOが運営する「ココアと紅茶の農

可能な社会作りの基準を示しています。

ム」に署名しています。一方、インド

世界の
ルール
作り

目 標 を 設 定 し て い ま す。 例 え ば、
2020年までに原材料となる農産物すべ
てで「持続可能な調達」を目指してお

耕技術の改善のための認証スキー

では自社の石けんを使った手洗い教
室なども実施。取引先とともに持続

ー、天然資源、資源生産性、地域社
会に関する質問も行い、回答しな

サプライヤーの新たな入札条件の策定に
取り組んでいます。
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ニッ
ポンの

成功事例に見る

独創的な研究開発や緻密なものづくりによっ
て生み出された製品も、グローバル市場で正し
く評価されるためには、やはり国際ルールの中
での確固たる位置づけが重要。右に紹介する、
日本の企業や政府などによる国際規格化、標準
化の取り組みは、そのことを教えてくれます。

同時に、国際ルール作りを成功させるには、
消費者や社会の利益をきちんと示すことが欠か
せない、ということも分かります。新たな国際
ルールは、企業に売り上げの増加やコストの削
減などのメリットをもたらすことがあります。
しかし、個別の国や企業の利益のためだけに、
ルールが作られることはないでしょう。

世界で「ルール形成競争」が激しくなるなか
で、それをリードするには、アジェンダを設定
する能力、ルールを設計する能力をはじめ、多
様なスキルも求められるのです。

乳酸菌飲料の
国際食品規格化

世界に
受け入れられる
ために

必要なこと!

乳酸菌飲料は、国によって取り扱いが異なり
ます。東南アジアなど一部では法令により「乳
製品」として認められる一方、欧米では法的根
拠がなく、単なる「飲料」として扱われていま
した。これにより、国によって、乳製品あるい
は乳酸菌飲料としての分類・表示が許可されな
かったり、他の乳製品に比べて高い税を課され
るなど、さまざまな課題に直面していました。

こうした課題を解決するため、ヤクルトグル
ープをはじめとした乳酸菌飲料業界は国際食品
規格を制定する国際政府間組織であるコーデッ
クス委員会で、乳酸菌飲料の国際食品規格化を
目指す働きかけを実施。具体的にはまず、日本
政府および全国発酵乳乳酸菌飲料協会などの国
内の関係団体のみでなく、広く発酵乳飲料を生
産販売している国の政府や国際酪農連盟などの
支持を獲得しました。その上で、交渉を容易に
するため、「新規規格制定ではなく、既存のコー
デックス発酵乳規格の中の新製品カテゴリーと
することを求める」などの戦略を立て、粘り強
く交渉を継続し、ついに2010年、乳製品乳酸
菌飲料が国際食品規格として認められました。
その結果、乳酸菌飲料が乳製品のカテゴリーで
認知されることとなり、税制も含め、世界各国
において制度上で分類される際、明確に乳製品
であることを主張できるようになりました。

発
酵
乳

濃
縮
発
酵
乳

フ
レ
ー
バ
ー
ド

発
酵
乳

既存の
カテゴリー

発
酵
乳
を

基
に
し
た
飲
料

新たな
カテゴリー

●  株式会社ヤクルト本社CLICK!
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インバータによる
省エネ効果を訴える

抗菌製品のISO化を
官民一体で推進

日本では1990年代から細菌の繁殖を抑える
「抗菌」の加工製品が急速に普及していました
が、その性能の目安となる統一的な基準はあり
ませんでした。そこで評価方法や規格の制定を
目的として、1998 年に抗菌剤メーカーや抗菌
製品メーカーなどによる抗菌製品技術協議会

（SIAA）が発足。1999 年には、SIAAの基準を
満たした製品に付与する「SIAAマーク」を制
定し、2000 年には国家規格として「JIS抗菌
適合SIAAマーク」の運用を開始しました。

しかしその後、海外粗悪品の流通などが問題
視されるようになったため、SIAAはJIS規格の
国際標準化を目指してISO推進プロジェクト
を立ち上げ、海外への普及活動を開始しました。
国際会議の際、標準化責任者に経験豊富な人材
を同行させたり、所属企業から人事上の配慮を
取り付け、プロジェクトに専念できる環境を整
えたり、業界団体と企業、国が一体となって積
極的な支援を展開したのです。

こうした取り組みが奏功し、2007年に、JIS
規格がほぼそのままの形でISO22196に採用。
現在、抗菌製品を対象に含むEU規制でも、
ISO22196で定めた試験方法が有効なものと
して認められるようになっています。今も
SIAAは、海外における抗菌市場の拡大も見据
え、製品領域の拡大を推進しています。

EUは、エコデザイン指令（ErP指令）で、規
制対象製品に環境配慮設計を義務付けています。
同指令の対象は順次拡大してきており、12kW
以下の空調機器（エアコン）に対する規制値導入
が検討されていました。

この12kW以下のエアコンに対する規制値
導入の検討に際し、当初はエアコンの省エネ効
果の評価方法が最大消費電力のみに拠るとされ
ていたため、年間消費電力の効率性に優れたダ
イキンのエアコン専用インバータの省エネ技術
が適切に評価されない懸念がありました。そこ
で同社海外拠点のダイキン・ヨーロッパは、日
本冷凍空調工業会の支援を得ながら、同社が世
界に先駆けて開発したインバータ技術のエネル
ギー効率性を関係機関に訴え、最大消費電力で
は差がでないケースでも、年間消費電力に歴然
とした差が出る試験結果を欧州委員会に提供。
その結果、欧州委員会は、最大エネルギー効率
のみの指標では年間消費電力の差を比べること
ができないと判断し、2012年3月、季節ごと
のエネルギー効率性を指標として導入しました。

同社は、ルール形成を通じて自社製品の強み
が正しく評価される規制環境を実現したことで、
新規制対応に追われることなく、自社の戦略に
沿った製品開発のロードマップを推進すること
が可能になりました。

ダイキン
ヨーロッパ

情報交換情報交換

協議

法案
提出

情報交換

法案成立

欧州議会 欧州連合理事会

欧州
委員会

●  ダイキン工業株式会社CLICK! ●  一般社団法人 抗菌製品技術協議会CLICK!

ISO化を実現（2007年）

1998年　SIAA発足

2001年　JIS規格の制定

2004年　 ISO規格化提案

SIAA内にISO推進プロジェクトを発足
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保護、環境保護、省エネ・省資源など、従
来、必ずしもビジネスが積極的に追求して
こなかったものを含めて幅広い理念を活用
することができます。

ちなみに、当室内では、メールやメモは
基本的に英語です。広域のルール形成過程
に参画するためには、ネットワーキングや
情報交換などあらゆる過程で、英語圏のプ
レーヤーとのコミュニュケーションが必須
となるからです。まだまだ新米で、日本語
で議論に貢献するのでさえ大変ですが、頑
張って英語でメールを書く毎日です。

一人が、それぞれの有する人的・知的資産
によってルール形成戦略の推進に貢献する
ことができると考えています。

では具体的な手法を仮想の例で説明しま
す。ある製品に必要な部品の製造過程で、
労働者の安全保護のため、日本で非常に厳
しい規制が敷かれているとしましょう。他
方、他国ではそうした規制が緩やかで、相
対的に日本企業だけが高いコストを強いら
れているとします。この場合、日本の産業
が競争劣位にあるからという関心をむき出
しにして正面から当該国の規制当局に働き

かけても、うまくいくはずがありません。
そこで、労働者保護という、どの国にも

通用する社会課題を標榜すれば、NGO、ジ
ャーナリズム、部品ユーザーたる多国籍企
業、国際労働機関（ILO）などの国際機関、
消費者など、多様な主体を味方につけて戦
うことが可能になります。これがルール形
成戦略に基づく解決策です。

誰も異を唱えることができない「共通
善」を打ち立てることがカギになります。
理念や哲学の勝負です。労働安全に限らず、
例えば人権、貧困、格差、保健衛生、弱者

日本企業の強みを活かせる国際ルール作りを目指す
「ルール形成戦略室」が、今後、そのサポートを
視野に入れる２つのテーマを紹介します。

限りある資源を守りながら持続可能な成長を目指すた
めの環境整備は、国境を越えて取り組むべき長期的課題
です。特に、近年注目を集めているものの一つに「水」
の問題があります。水資源に乏しい国にとっては、毎日
の飲料水の確保は死活問題です。20世紀が石油の世紀な
ら、21世紀は水の世紀といわれています。

すでに、環境問題に敏感な欧米の多国籍企業やNGO
の間では、ある製品や組織、事業が水に関してどれだけ
の環境影響を与えたかを評価する「ウォーター・フット
プリント（WFP）」や、さらに広く、気候変動、毒性、放
射線、水質等を加味した環境フットプリント（EFP）の導
入が始まっています。しかし、その具体的な制度の詳細
は現在議論されている段階です。包装材などの省資源や
工業用水のリサイクルなど、日本の優れた取り組みが適
切に評価される内容を組み込んでいく必要があると考え
られます。

一方、食料事情についても、先進国と発展途上国では
事情が異なります。国連食糧計画によれば、特にアフリ
カなどの途上国を中心として、全世界で8億4200万人
もの飢餓人口が存在する一方で、世界で生産された食料

の3分の1にあたる約13
億トンが廃棄されており、
このフードロス問題が地球
環境への莫大な負荷（温室
効果ガス、水リスク）を与
えていることが明らかにな
っています。

そうした状況で諸外国の
対応に目を向けると、EU
はフードロス発生を2025

水や食糧という世界的
課題へ積極的に関与を

年までに50％削減する方針を打ち出しています。また、
英流通大手テスコ社がサプライチェーン全体でのフード
ロスの削減推進を宣言。仏流通大手カルフール社は、仏

政府や世界自然保護基
金と連携して、フード
ロス削減と環境対応に
取り組む企業表彰を始
めるなど、次々に行動
に移しています。これ
からは日本も、こうし
た水や食糧を守る制度
整備に向けて、国際的
な議論に積極的に参画
することが求められる
でしょう。

●  ルール形成戦略室
（METI／経済産業省）

CLICK!

03-3501-1654　  rules@meti.go.jp
ルール形成戦略室へのお問い合わせ











「
日
本
再
興
戦
略
」改
訂
２
０
１
４（
平
成
26
年
６
月
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、「
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
新
た
な
産
業
革
命
の
実
現
」の
た

め
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
会
議
。日
本
の
叡
智
を
結
集
し
、

現
場
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
具
体
策
を
検
討
し
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
と
し
て「
５
カ
年
計
画
」を
策
定
す
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
革
命

実
現
会
議

 【
ろ
ぼ
っ
と
・
か
く
め
い
・
じ
つ
げ
ん
・
か
い
ぎ
】

 【
は
ち
じ
ゅ
う
・
わ
っ
と
・
き
せ
い
】

80
ワ
ッ
ト
規
制

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
運
転
中
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、定
格
出

力
が
80
ワ
ッ
ト
超
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
に
柵
又
は
囲
い
等
を
設
け

る
こ
と
と
し
た
国
内
法
令
に
よ
る
規
制
。平
成
25
年
12
月
に
法
令

解
釈
が
変
更
さ
れ
、条
件
を
満
た
せ
ば
、柵
又
は
囲
い
等
を
設
け

ず
に
、人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
働
作
業
が
可
能
に
な
っ
た
。

 【
る
ー
る
・
け
い
せ
い
・
せ
ん
り
ゃ
く
】

ル
ー
ル
形
成
戦
略

我
が
国
企
業
が
製
品
や
技
術
等
の
形
で
有
す
る
社
会
課
題（
省
エ

ネ
環
境
、公
衆
衛
生
、安
全
等
）解
決
力
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
で
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
内
容
を
持
っ
た「
ル
ー
ル
」の
形
成
を
、産
官
学

や
市
民
社
会
等
と
の
協
力
関
係
を
基
礎
に
国
際
的
規
模
で
推
進

し
、我
が
国
企
業
の
海
外
事
業
環
境
の
改
善
を
目
指
す
戦
略
。

CLICK!

f rom

い ま を 読 み 解く

経 済キーワード今号の

発行人／経済産業省
〒100-8901 東京都千代田区霞が関1丁目3番1号

http://www.meti.go.jp/

経済産業ジャーナル 2014年10・11月号

アンケートに
回答する

メールマガジンに
登録する バックナンバー

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

し

す

せ

そ

た

ち

つ

て

と

な

に

ぬ

ね

の

は

ひ

ふ

へ

ほ

ま

み

む

め

も

や
　

ゆ
　

よ

ら

り

る

れ

ろ

わ
　

　

　

を

ん


